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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い

公
共
料
金
が
一
部
改
定
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
の
引
き
上
げ

（
５
％
か
ら
８
％
）に
伴
い
、
町
有
施
設
の

利
用
料
や
使
用
料
な
ど
の
各
種
公
共
料
金

が
一
部
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
担
当
課
ま
た
は
各
施
設

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

改
定
さ
れ
る
主
な
も
の

■
水
道
使
用
料

　

水
道
料
金
に
加
算
さ
れ
て
い
る
消
費
税

率
が
５
％
か
ら
８
％
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
料
金
、
超
過
料
金
、
メ
ー

タ
ー
使
用
料
は
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
等
使
用
料

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
・
公
共
下
水

道
・
個
別
排
水
処
理
施
設
使
用
料
に
加
算

さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

■
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
利
用
料

　

加
入
金
お
よ
び
施
設
利
用
料
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

加
入
金

　

５
２
５
０
０
円　

→　

５
４
０
０
０
円

施
設
利
用
料

　

１
０
５
０
円　
　

→　
　

１
０
８
０
円

■
町
営
入
浴
施
設
の
入
浴
料

　

町
営
入
浴
施
設
の
入
浴
料
が
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

■
い
び
川
温
泉
藤
橋
の
湯

　

大
人
５
０
０
円　

小
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

↓

　

大
人
５
１
０
円　

小
人
３
１
０
円

■
久
瀬
温
泉
秘
湯
白
龍
の
湯

　

大
人
４
０
０
円　

小
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

↓

　

大
人
４
１
０
円　

小
人
２
１
０
円

■
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

　

大
人
４
０
０
円　

小
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

↓

　

大
人
４
１
０
円　

小
人
２
１
０
円

※�

そ
の
他
、
回
数
券
な
ど
も
料
金
改
定
が

行
わ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
障
害
、

死
亡
な
ど
も
し
も
の
時
に
あ
な
た
の
大
き

な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
続
く
と
、
将
来
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
！
（
納
期
は
翌
月
末
で
す
。

納
期
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ

り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
納
付
が
困
難
な
方
は
市
町
村
の
国

民
年
金
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ

い
。

＊
学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
（
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

＊�

30
歳
未
満
の
方
は
「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」

　

30
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
さ

れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

＊�

納
付
が
困
難
な
と
き
は
「
保
険
料
免
除

制
度
」

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得

（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場

合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付（
3/4
、１／２
、１／４
）

に
な
り
ま
す
。

★�

保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認
さ
れ
た
期
間

（
多
段
階
免
除
承
認
期
間
に
お
い
て
一

部
納
付
が
な
い
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。）

は
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の

資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
時
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

�

ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付
す

れ
ば
、
前
年
の
所
得
に
関
係
な
く
免
除

さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金
種
別
変
更

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に
居
住
す

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
す
べ
て
の

方
に
、加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

13㎜の一般家庭が2か月間で30㎥を使用した場合の水道使用料

計算式 改定前 改定後

基本料金（20㎥まで） 700円×2か月= 1,400 円 1,400 円

超 過 料 金（10㎥） 70円×10㎥ = 700 円 700 円

メーター使用料 70円×2か月= 140 円 140 円

消　　費　　税 112円 179円

合　　計 2,352円 2,419 円
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国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
次
の
３
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加
入
時
だ
け

で
な
く
、
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必

要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手

続
き
は
、
年
金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都

度
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
国
民
年
金
の
加
入
種
別

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
方
と
そ
の
配

偶
者
、
20
歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
等
が
対
象
と
な
り
、
加
入
や
種
別
変

更
の
手
続
き
は
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
方
な
ど
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。加
入
手
続
き
は
、

会
社
や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が
対
象
と
な

り
、
届
出
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ

て
行
い
ま
す
。

○
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

・
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス

　

第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ
る
と
第

１
号
被
保
険
者
（
第
３
号
被
保
険
者
に
な

る
場
合
は
除
く
。）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保

険
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
方
も
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　

第
１
号
被
保
険
者
又
は
第
３
号
被
保
険

者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　

会
社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な

る
方
な
ど
が
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

日
本
年
金
機
構　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
５
８
４
）
７
８
―
５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の

年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納
め
忘

れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限

は
、
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使
用
期
限
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た
方

で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の
後
納
保
険

料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付

書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
26
年

３
月
31
日
）
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降
に
納

付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
な
加
算

額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で

「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

［
ご
注
意
］

　

平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料

は
、
10
年
を
超
え
る
た
め
平
成
26
年
４
月

以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
の
申
込
み
・
納
付
書
の
再
発
行

の
お
問
い
合
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

な
る
場
合
は

　

０
３（
６
７
３
１
）２
０
１
５

※�

お
問
い
合
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話

か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
但
し
、
一
般
の
固
定

電
話
以
外（
携
帯
電
話
等
）か
ら
お
か
け

に
な
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

※�

「
０
３（
６
７
３
１
）２
０
１
５
」
の
電

話
番
号
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
通

常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　

平
日　

月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

�

但
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）
は
19
時
ま
で
受
付

　

第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
８
０
０
円
～

④
六
合
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
春
日
六
合
１
１
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
５
５
０
０
円
～

⑤
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）　

１
戸

　

・
住
所　
　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　
　

岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

８
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、
震
災
か
ら
間
も
な
く
３

年
を
迎
え
る
大
槌
町
、
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
復
興
の
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

　

町
内
で
の
復
興
事
業
の
中
で
、
防
災

集
団
移
転
団
地
や
災
害
公
営
住
宅
に
遅

れ
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
多
岐
に
わ

た
る
復
興
事
業
と
の
調
整
や
用
地
取

得
の
難
航
、
被
災
地
全
体
に
起
き
て

い
る
作
業
員
や
工
事
資
材
の
確
保
が

難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
で

す
。ま
た
東
北
に
あ
る
企
業
の
中
に
は
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
開
催
に
よ
る

特
需
が
首
都
圏
に
集
中
し
、
更
な
る
資

材
高
騰
や
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
り
東

北
地
方
で
の
復
興
事
業
に
影
響
が
出
る

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を
抱
い
て
い

ま
す
。

　

役
場
の
あ
る
町ま

ち

方か
た

地
区
で
は
年
明
け

か
ら
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
に
よ
り

盛
土
を
沈
下
さ
せ
る
重
し
部
分
と
沈
下

す
る
部
分
を
含
め
５
メ
ー
ト
ル
の
本

格
的
な
盛
土
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
平
均
的
な
高
さ
で
二
・
二

メ
ー
ト
ル
の
盛
土
に
さ
れ
た
の
ち
住
宅

建
設
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
最
短
で
も

平
成
27
年
度
下
半
期
に
個
人
住
宅
の
建

設
が
始
ま
り
、
平
成
28
年
度
の
居
住
開

始
の
予
定
で
す
。
最
も
遅
い
場
所
で
は

平
成
29
年
度
か
ら
住
宅
建
設
が
始
ま
り

ま
す
。
予
定
と
は
い
え
、
公
開
さ
れ
た

今
後
の
住
宅
再
建
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を

な
が
め
な
が
ら
肩
を
落
と
す
方
が
多
い

事
も
事
実
で
す
。

　

復
興
事
業
の
遅
れ
か
ら
、大
槌
町
外

へ
の
人
口
流
出
も
続
い
て
い
ま
す
。
若

い
世
代
が
住
宅
再
建
や
就
労
目
的
の

た
め
町
を
離
れ
る
場
合
や
、仮
設
住
宅

で
の
生
活
が
長
引
く
高
齢
者
の
中
に
は

「
仮
設
住
宅
で
は
死
に
た
く
な
い
…
。」

と
切
実
な
想
い
の
言
葉
を
残
し
て
町
を

去
る
方
も
み
え
ま
す
が
、こ
の
大
槌
町

で
頑
張
ろ
う
と
海
岸
か
ら
離
れ
た
地
域

で
は
、自
主
再
建
に
よ
る
新
築
住
宅
が

増
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
再
建

を
諦
め
る
方
、再
建
を
待
つ
方
、そ
し
て

自
ら
再
建
を
目

指
す
方
。
被
災

者
の
色
々
な
想

い
が
あ
る
中
、

三
月
十
一
日
、

震
災
か
ら
三
年

を
迎
え
ま
す
。

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
１
０
０
円
～

⑥
川
上
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
川
上
１
４
０
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
１
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�

⑤
以
外
に
つ
い
て
は
現
在
同
居
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

・
３
月
３
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

■
入
居
予
定
日

・
平
成
26
年
４
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

派遣職員
高橋富士夫

役場近くの盛土工事の様子

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑧
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小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
就
学
に
必

要
な
費
用
に
つ
い
て
、
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
の
方
に
、
町
で
は
学
校
給
食
費
や

学
用
品
等
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

■�

対
象　

町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
教
育
委
員
会
が
援

助
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
し
た
方
。

　

①
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯

　

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
世
帯

　

③�

保
護
者
の
就
労
が
不
安
定
で
、
生
活

状
態
が
極
め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
等

■�

申
し
込
み　

子
ど
も
の
通
う
小
中
学
校

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
５
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
我
家
の
ご
み
減
量
化
対
策
」の
事
例

　

優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
!!

　

町
内
の
皆
さ
ん
よ
り
募
集
し
て
い
ま
し

た
「
我
が
家
の
ご
み
減
量
化
対
策
」
事
例

の
中
か
ら
次
の
方
が
優
秀
賞
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

石
田　

和
子
様（
志
津
山
）

　

松
浦　

茉
李
様（

永
）

　

髙
崎　

志
穂
様（
清
水
）

　

牧
村　

美
鈴
様（

永
）

　

日
頃
よ
り
、
生
ご
み
と
言
っ
て
も
野

菜
類
の
外
皮
、
果
物
の
皮
・
芯
、
食
べ

残
し
な
ど
で
、
ま
だ
生
鮮
状
態
の
も
の

を
「
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
し
ま
う
の

は
、
勿
体
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
丁
度
、
微
生
物
学
の
先

生
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
ご
み
を
う
ま
く
発
酵
さ
せ
る
に

は
、自
然
界
に
あ
る
「
米こ

め

糠ぬ
か

が
ベ
ス
ト
」

と
の
こ
と
。
私
も
「
こ
れ
だ
!!
」
と
納

得
し
実
践
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
①

　

生
ご
み
作
り
専
用
の
バ
ケ
ツ
に
生
ご

み
を
入
れ
、米
糠
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
、

毎
日
繰
り
返
す
。（
一
次
発
酵
）

ス
テ
ッ
プ
②

　

バ
ケ
ツ
が
い
っ

ぱ
い
に
な
れ
ば
畑

に
埋
め
、
土
の
力

を
借
り
る
こ
と
に

…
…
畝う
ね

に
沿
っ
た

穴
を
掘
り
、
バ
ケ

ツ
等
の
生
ゴ
ミ
を

あ
け
る
。
そ
こ
に
鶏け
い

糞ふ
ん

・
雑
草
等
を
入

れ
、
土
で
蓋ふ
た

し
石
灰
を
撒ま

い
て
お
く
。

そ
の
上
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
て
、

雨
や
動
物
か
ら
守
り
ま
す
。
季
節
に
よ

り
堆た
い

肥ひ

化か

が
異
な
り
ま
す
。（
夏
な
ら

四
十
日
、
寒
い
時
期
は
２
～
３
ヶ
月
）

卵
の
殻
以
外
は
全
て
土
に
還
り
、
ふ
か

ふ
か
の
良
い
土
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
土
で
作
っ

た
作
物
は
、
根
が

丈
夫
で
収
穫
時
期

が
長
く
続
く
。
な

す
や
キ
ュ
ウ
リ
も

３
本
の
苗
で
次
々

と
な
り
自
家
消
化

だ
け
で
な
く
友
人
や
ご
近
所
に
も
お
分

け
し
、
な
り
す
ぎ
て
困
る
く
ら
い
で
し

た
。

　

我
が
家
で
は
こ
の
よ
う
に
十
年
ほ
ど

前
か
ら
台
所
の
生
ご
み
を
町
の
ご
み
収

集
に
は
出
さ
ず
自
家
サ
イ
ク
ル
で
大
い

に
利
用
・
活
用
を
し
て
い
ま
す
。

　

有
機
肥
料
の
補
い
と
し
て
、
時
々
化

学
肥
料
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
わ

ず
か
で
肥
料
代
も
少
な
く
て
済
み
、
何

よ
り
安
全
、
安
心
な
野
菜
が
出
来
る
こ

と
が
嬉
し
く
て
続
け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

　

揖
斐
川
町
役
場

　
　
　
　
　

生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

こ
の
他
に
も
優
秀
な
応
募
事
例
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
順
次
広
報
紙
面
・
い
び
が

わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
石
田
和
子
様（
志
津
山
）の
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
生
ご
み
の
活
用
で

�

い
い
こ
と
ず
く
め
」

活用術

た
く
さ
ん

　
野
菜
が

穫
れ
ま
し
た
♪

野菜くず＋米ぬか

鶏糞や雑草を入れて土をかぶせる

まるで糠漬けのようなにおい！！

石灰を撒いてからブルーシートを
かける
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平
成
27
年
秋
に
谷
汲
緑
地
公
園
周
辺
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
第
39
回
全
国
育

樹
祭
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
岐
阜
県
が
募
集

し
て
い
た「
大
会
テ
ー
マ
」な
ど
が
決
定
し
、

揖
斐
川
町
の
小こ

岩い
わ

咲さ
く

太た

朗ろ
う

さ
ん
の
作
品
が

「
大
会
テ
ー
マ
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
大
会
テ
ー
マ

　
「
手
か
ら
手
へ
豊
か
な
緑
で

ぼ
く
ら
の
未
来
」

〈
作
者
〉
小こ

岩い
わ

咲さ
く

太た

朗ろ
う

さ
ん

�

（
小
島
小
学
校
１
年
生
）

　
　
　

  

水み
ず

木き

亮り
ょ
うさ

ん（
山
梨
県
甲
府
市
）

�

※
テ
ー
マ
は
２
作
品
の
合
作
で
す

〈
趣�

旨
〉
岐
阜
県
に
大
き
く
広
が
る
自
然
の

豊
か
さ
を
、
日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

〈
作
者
〉
小お

栗ぐ
り

宏ひ
ろ

彰あ
き

さ
ん（
関
市
）

〈
趣�

旨
〉
若
葉
が
柔
ら
か
い
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
お
り
、さ
り
げ
な
い
人
型
の
デ
ザ

イ
ン
か
ら
は
、県
民

全
体
で
森
を
育
ん
で

い
こ
う
と
い
う
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

■
ポ
ス
タ
ー
原
画

〈
作
者
〉
内な
い

木き

花か

恋れ
ん

さ
ん（大

野
小
学
校
４
年
生
）

〈
趣�

旨
〉
岐
阜
県
が
実
現
を
目
指
す
森
林
づ

く
り
が

表
現
さ

れ
て
い

ま
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
が
長
年
培
っ

た
豊
富
な
経
験
や
特
技
を
活
か
し
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
で
お
仕
事
を
お
引
き
受
け

し
て
い
ま
す
。

親
切
・
丁
寧
・
信
頼
を
モ
ッ
ト
ー
に

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
仕
事
を

お
引
き
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

☆
草
刈
り
・
草
取
り
☆
家
の
掃
除
☆
家
事

援
助（
短
時
間
で
も
結
構
で
す
）☆
病
院
等

の
外
出
の
付
き
添
い
☆
庭
木
の
剪
定
☆
障

子
・
襖
張
り
な
ど

　

詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
入
会
の
ご
案
内
】

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。（
年
会
費
と
し

て
２
千
円
が
必
要
で
す
）

　

健
康
と
生
き
が
い
の
た
め
に
、
ま
た
特

技
・
資
格
を
活
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
月
号

に
掲
載
し
た
日
程
で
平
成
26
年
度
事
業
及

び
入
会
説
明
会
を
２
月
下
旬
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
３
月
は
谷
汲
・
春
日
・
坂

内
・
久
瀬
・
藤
橋
の
各
会
場
で
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）８
時
30
分
～
17
時

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

 

ぎ
ふ
清
流
国
体
記
念

第
18
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
開
催

　

今
年
も
、
全
国
か
ら
33
チ
ー
ム
が
揖
斐

川
に
や
っ
て
き
ま
す
。
み
ん
な
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
４
日（
金
）～
６
日（
日
）

開
会
式　

４
月
４
日（
金
）９
時
45
分
～

　
　
　
　

揖
斐
川
健
康
広
場

競
技　
　

４
月
４
日（
金
）～
６
日（
日
）

閉
会
式　

４
月
６
日（
日
）決
勝
戦
終
了
後

　
　
　
　

揖
斐
川
健
康
広
場

■
競
技
場
所

　

揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

　

市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

永
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

谷
汲
総
合
運
動
場
ほ
か

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
健
康
広
場

　

℡
２
１

－

３
１
０
０

 

「
青
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
遊
学
支
援
」
募
集

　

青
年
の
国
際
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、

貴
重
な
経
験
を
も
と
に
地
域
づ
く
り
な
ど

の
多
様
な
分
野
で
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、
主
に
ア
メ

リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
の
遊
学
を
支
援

す
る
た
め
に
、
県
が
補
助
を
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

・�

日
本
国
籍
を
有
し
平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
30
歳
以
下
の
方
。

・�

岐
阜
県
内
に
居
住
ま
た
は
岐
阜
県
内
に

通
学
・
通
勤
す
る
方
。

・�

青
年
・
地
域
・
国
際
交
流
活
動
に
興
味

が
あ
り
、
遊
学
後
も
目
的
に
か
な
う
意

欲
的
な
活
動
を
し
、
岐
阜
県
の
青
少
年

育
成
に
も
積
極
的
に
協
力
で
き
る
方
。

■
補
助
の
額　

上
限
40
万
円
。

■
支
援
人
数　

２
人
以
内
。

■�

必
要
書
類　

申
込
書
、
計
画
書
、
自
己

Ｐ
Ｒ
書
、
住
民
票
の
抄
本
等
。

■
選
考
方
法　

種
類
審
査
及
び
選
考
試
験
。

■�

応
募
方
法　

平
成
26
年
５
月
９
日（
金
）

ま
で
に
左
記
ま
で
に
郵
送
又
は
持
参
。

【
お
問
合
せ
先
・
応
募
先
】

　

�

岐
阜
県
環
境
生
活
部
男
女
参
画
青
少
年

課
内　

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
青
少
年

育
成
県
民
会
議

　

〒
５
０
０

－

８
５
７
０

　

岐
阜
市
薮
田
南
２

－

１

－

１

　

℡
０
５
８

－

２
６
８

－

０
３
０
２

　

FAx
０
５
８

－

２
７
８

－

２
６
１
１

　
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.ip.m

i-
rai.ne.jp/˜g-ikusei/index.htm

　

E-m
ail　

g-ikuse@
ip.m
irai.ne.jp

第
39
回
全
国
育
樹
祭
の

大
会
テ
ー
マ
が
決
定
し
ま
し
た
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮　

千
代
子
さ
ん（
三
輪
）

�

１
月
２
日（
木
）　

95
歳　

　

五い

十か

川が
わ　

和
子
さ
ん（

永
）

�

１
月
５
日（
日
）　

95
歳　

　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鈴
木　

ち
よ
さ
ん（

永
）

�

１
月
６
日（
月
）　

100
歳　

　

矢
野　

マ
ツ
ヱ
さ
ん（
三
輪
）

�

１
月
21
日（
火
）　

95
歳　

　

今
村　

敏と
し
一か
ず
さ
ん（
房
島
）

�

１
月
26
日（
日
）　

95
歳　

　

寺
田　

薫
か
お
るさ
ん（
谷
汲
高
科
）

�

１
月
３
日（
金
）　

100
歳　

 

『
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
元
気
度
を

�

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

暮
ら
せ
る
た
め
に
、
ご
自

分
の
元
気
度
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

対
象
の
65
歳
以
上
の
方
に
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
３
月
上
旬
に
個
別

郵
送
し
ま
す
。

☆
調
査
内
容
☆

　
「
運
動
」「
栄
養
」「
口
腔
」「
閉
じ
こ
も

り
」「
う
つ
」
な
ど
の
、
介
護
予
防
に
必

要
な
項
目
の
元
気
度
が
分
か
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
で
は
、
回
答
者
約
５
千
人

（
対
象
者
６
千
人
）の
う
ち
、
生
活
機
能

の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
方
は
、
２
割
の

１
４
０
０
人
で
し
た
。
こ
の
方
々
は
、
特

に
〝
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
。〟、〝
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
や
れ
る
よ
う
に
元
気
で

い
た
い
。〟
と
介
護
予
防
を
意
識
し
、
生

活
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、今
は
、

生
活
に
支
障
を
感
じ
な
い
方
に
も
、
介
護

が
必
要
な
い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
お

役
に
立
て
る
調
査
で
す
。

■
返
信
期
限　

３
月
24
日（
月
）

　

元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
、
後
日
、

郵
送
い
た
し
ま
す
。返
信
の
な
い
場
合
は
、

電
話
ま
た
は
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

在
宅
介
護
に
お
け
る
医
療
連
携

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
の
方
を
支
え
る
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
多
職
種
の
連
携
を

目
的
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
と
し
て
、
在
宅
医
療
の
分
野
で
ご

活
躍
中
の
養
老
町
の
船
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長　

船
戸
崇
史
先
生
を
招
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
11
日（
火
）

　
　
　
　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

揖
斐
川
町
長
良
６
５
７

－

１

　
　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク
IB

■
講
師　

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
船
附

　
　
　
　

１
３
４
４

　
　
　
　

船
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

院
長　

船
戸　

崇
史
先
生

■
対
象　

医
療
・
介
護
従
事
者
の
方

■
参
加
費　

無
料

■
主
催　

社
会
福
祉
法
人　

浩
仁
会

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

老
人
ホ
ー
ム
ま
ほ
ろ
ば

　

担
当　

事
務　

森

　

℡
３
５

－

０
０
５
８

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の
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　アカマツは北海道南部から本州、四国、九州、朝鮮半島と中国東北部に分布する。主に内陸性で標高

1400 メートルまでに分布する。揖斐川町の山地、尾根筋や山腹のやや平坦な乾燥した陽地に生える常緑針

葉高木で、樹高は大きなものでは約 30メートルに達する。アカマツ（赤松）は樹皮の色から付けられ、また

葉は細長く針状で 2本が対になって双生する。針葉がクロマツ（男松）に比べて柔らかくメマツ（女松）の別

名がある。雌雄同株。花期は 4～ 5月で、球果は翌年の 9月～ 10月に熟す。所謂松かさである。

　薬用には松かさ、葉、種子、松ヤニを利用する。それぞれ生薬名は松
ショウ

塔
トウ

、松
ショウ

針
シン

、松
ショウ

子
シ

仁
ニン

、松
ショウ

香
コウ

と呼ぶ。松

かさは初冬、種子は秋、葉は随時採取し、いずれも天日で乾燥させる。松香は幹から滲出する液を集めて自

然乾燥し揮発性精油成分を除いた樹脂である。

　痰が多い咳や喘息には松塔を刻み一日量 3～ 5グラムに水 600 ミリリットルを加えて沸騰させ冷まして

一日三回食間に服用する。特に冷え性の人の関節痛や高血圧の予防に松針一日量 5

グラムに水 600 ミリリットルを加えて 30分ほど煎じ冷ましてから一日三回食間に

服用する。松子仁は乾燥した咳や慢性便秘に用いる。松子仁一日量 3～ 5グラムを

よくすりつぶし、蜂蜜で練って食べる。松には精油、ビタミン、フラボノイドを含

み、いずれも温める性質があり、冷え性には適した薬木です。高血圧予防や蓄膿症

には新鮮なアカマツ葉 350 グラムを採り水でよく洗い、水切りをして細かく刻みグ

ラニュー糖 100グラムとホワイトリカ 1.8 リットルを瓶に入れ 3ケ月熟成させて松

葉酒を作る。毎就寝前に約 20ミリリットルを服用する。松香は製薬原料とする。

� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◆
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

２
月
４
日（
火
）、
有
限
会
社
揖
斐
川
清

掃
代
表
取
締
役
社
長　

宮み
や

本も
と

実よ
し

浩ひ
ろ

さ
ん
よ

り
教
育
振
興
の
た
め
に
寄
附
金
１
０
０
万

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金

　

平ひ
ら

井い　

繁し
げ

利と
し

さ
ん

　

所
と
こ
ろ　

功
い
さ
お
さ
ん

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■募集期間　4月 2日（水）～18日（金）
■受験資格　昭和 58年 4月 2日以降に生まれた方で大学を卒業した方
　　　　　　（平成 27年 3月卒業見込みを含む）
【お問い合せ先】揖斐警察署 警務課　℡２３－０１１０（内線２１１）
　　　　　　　 お近くの交番や駐在所でも、お問い合せができます。

大切な郷土、県民を守るため、あなたも警察官として
大きな夢と希望を持って活躍してみませんか？

アカマツ（マツ科）いびがわ　特産品シリーズ

平成26年度 岐阜県警察官募集


